
令和５年度 第１回 四街道市スポーツ推進審議会 会議録 

 

 

日  時  令和６年３月 14日（木）午前 10 時から午前 10 時 50 分まで 

場  所  四街道市役所第二庁舎 ２階第２会議室 

出 席 者  佐藤満委員(会長)、田中直子委員(副会長) 

      高橋衍委員、細野安根委員、渡辺健委員、猿田明委員 

事 務 局  仲田スポーツ青少年課課長、石渡スポーツ振興係長 

 

会議次第  １  開会 

２ 教育長挨拶 

３ 委員紹介および職員紹介 

４ 会長・副会長選出 

スポーツ青少年課長が座長となり、会長、副会長を選任 

(会長に佐藤満委員、副会長に田中直子委員) 

５ 会長・副会長挨拶 

６ 報告事項 

        ・令和３～５年度における実績報告について 

・中学校部活動の地域移行について 

７ その他 

８ 閉会 

 

【審議会】 

会 長    ただいまの出席委員６名、 過半数を超えていますので、四街道市スポーツ推進審

議会条例第５条の規定により、本会議は成立となりました。それでは、直ちに議事

に入りたいと思います。本日は報告事項が 2 件ほどございます。初めに、令和３～

５年度における各事業の実施報告について、事務局より説明を求めます。 

事務局   資料に基づき説明 

 

会 長   事務局の説明について、質問、ご意見等ありますか。 

 

渡辺委員   資料１ページの社会体育施設利用状況において、コロナ禍前の施設利用者数を教

えてください。 

 

事務局   コロナ禍前の平成２９年度ですと合計が３２０，６７３人です。 

 

渡辺委員   割合でいうと何パーセントですか。 

 

事務局    令和４年度と比較すると約７５パーセントです。 

 

会長     その他、特に意見がないようですので、次の報告事項に移らせていただきます。続



きまして、中学校部活動の地域移行について事務局より説明を求めます。 

 

事務局   資料に基づき説明 

 

会長     内容が細かいので、５分間資料に目を通す時間を設けます。 

 

会長    事務局の説明について、質問、ご意見等ありますか。 

 

渡辺委員   令和６年度実施予定の部活動地域移行のモデル事業の概要を再度説明してくださ

い。 

 

事務局   まず、学校で実施している部活動を平日の活動と休日の活動を分離して考えます。

平日の活動については、現行の活動どおり学校の教員中心となり実施します。休日

の活動は平日の活動から切り離し、教員だけではなく地域の人材も指導者としてと

りこんでいく新しい部活動の枠組み作りをモデル事業で実施します。 

市内に中学校が５校ありますので、拠点を２か所ほどつくり、そこに生徒が集まり

合同で活動する形をつくることを検討しています。とりあえず野球から 9 月に始め

て徐々に広げるつもりです。 

 

細野委員  水泳部も同じ方向性ですか。 

 

事務局   本市の中学校は水泳部がありません。 

 

細野委員  中学校にプールがないので、部活がないと聞いたことがあります。 

 

事務局   現状では、水泳に取り組む生徒は民間クラブチームに通っています。 

 

細野委員  温水プールで実施している教室に、中学生対象の教室を実施してはどうか。 

 

事務局   地域移行の種目や取り組み方については、民間クラブチームとの連携や参加者のニ

ーズ等、今後検討していくことになろうかと思います。 

なお、部活動の地域移行は、国が教員の働き方改革と少子化による部活動の問題点

の解決のために推進しているので、現在中学校で実施されている部活動の種目が基

本となります。 

 

渡辺委員   中学校部活動の土日の活動はどの程度のものですか。 

 

事務局   ガイドラインで基本的には土日のどちらか１日、4 時間を超えない活動と定められ

ていますので、その範囲内で活動しています。成長期における過度な運動は悪影響



もあるので、休息と運動のバランスをとった活動をしています。 

 

会長     モデル事業に国から支援があるそうだけど、金額はどれくらいか。 

 

事務局   １７０万円の要望に対し、１６５万程度支援していただける予定です。 

 

渡辺委員  野球部は何名ぐらい。 

 

事務局   市内で５０名以上います。4 月に新入生が入るので、人数は変わります。 

 

渡辺委員  それだけの人数がいても活動できないのか。 

 

事務局   野球部は９名以上いないと大会に出場できないので、すでに学校の垣根を超えた合

同チームを結成し大会に出場しているとのことです。 

 

渡辺委員   指導員はどういう人を考えているのか。 

 

事務局   正式にはプロポーザルで委託業者を決定しますが、実績のあるスポーツクラブ等の

民間企業に入っていただき、しっかりした指導実績がある指導者を確保していこう

と考えています。 

 

髙橋委員  部活動は学校教育に大きな柱が 3 つあるとすれば、そのひとつに位置づくものであ

ると考えられます。地域移行のように、地域における合同での活動になると、とも

すると学校教育の中の部活動ではなく、スポーツの普及振興のための活動になって

しまう傾向も出たりします。学校教育現場では、やっぱり教師が教科指導から部活

動まで、学校教育の一環としてしっかり指導していくことが大事なことだと思いま

す。しかし、教員を取り巻く環境が過酷になり、地域で部活動を担おうという流れ

になっており有意義なことですが、学校教育での目標とは異なり勝利至上主義一辺

倒に傾いたりしないように、学校との連携・調整が大切になってくるのではないで

でしょうか。 

 

会長     これからも部活動地域移行推進協議会の動向を 見守っていきますので、また適時

ご報告させていただきます。事務局は機会がありましたら、協議会に審議会での意

見を伝えてください。 

 

事務局   はい、わかりました。 

 

会長     それでは報告事項は終わりましたので、進行を事務局にお返しします。 

 



事務局   ありがとございました。次に、その他に移らせていただきます。 

事務局の方からまずご報告させていただきたいと思います。来年の 4 月に組組織改

編があり、スポーツ青少年課から文化・スポーツ課に変更になりますので、よろし

くお願いいたします。 

   その他、特にないようなので、 以上をもちまして、令和５年度四街道市スポーツ

推進審議会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 

以上 

 

 

 

 

議事録署名人  髙橋 衍  

 

議事録署名人  細野 安根 

 

 


